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環境経営のトップランナーとして

本業を通じて社会課題を解決する

浦久保：　大学1回生の時にお父様の4代

目社長が急死され、専業主婦だったお母

様が5代目の社長に就任。卒業後の3年間

は東京の印刷会社でさまざまな業務を経

験された後に、㈱大川印刷に入社され、

この頃から大量消費される紙やインキに

違和感をもったことから、現在の「環境経

営」がはじまったと伺いました。どのよう

な問題意識、違和感をもたれたのでしょ

うか？

大川：　まずは大学を卒業してからの下

積み時代の話からしますと、当時は現在

のように「環境経営」に意識をもつ余裕が

ありませんでした。父の急死で母が専業

主婦から急遽社長になってくれていまし

たが、大川印刷を継いでいくという目的

達成のため、必死でしたので。

　実家の大川印刷に1993年に入社し

て、理想と現実とのギャップに大きな

ショックを受けました。丁稚奉公していた

印刷会社はキチンと組織だった経営をさ

れていましたので、大川印刷も当然その

ような経営をしていると思い込んでいた

ため、現実を目の当たりにしてショックで

した。

　社内の改革が急務でしたが、よくあり

がちな古参従業員との軋轢もあり、思う

ような組織を作ることができなかったこ

との葛藤の日々でした。またこの頃はバブ

ルが崩壊して「1円でも安い仕入先を選

ぶ」という社会的風潮をもろに受けてし

まいまして、売上が右肩下がりの非常に

厳しい時期でした。独自性がなかったの

で、もろに景気の流れに巻き込まれてし

まいました。

浦久保：　古参従業員との軋轢、よくわか

ります。そんななか2000年には「色覚バリ

アフリー」への取り組みをスタートされ、

2004年には本業を通じて社会課題を解

決する「ソーシャルプリンティングカンパ

ニー®」を標榜されています。環境問題、
高齢化社会など印刷を通じて解決してい

くというビジョンは、印刷業の社会的価値

を高めるお手本として頼もしい先生です。

現在に至る活動やその変遷を教えていた

だけますか？

大川：　まずは本業を通じて、社会課題の

解決に何ができるのかを考えました。そこ

で「人と環境にやさしい」をテーマに考え

て、色覚バリアフリー（ユニバーサルデザ

イン）とインキや用紙など印刷物の環境

配慮に対する取り組みを徐々にですが進

め始めました。

　転機になったのが2002年。私が所属し

ていた横浜青年会議所で、社会起業家の

調査研究を担当したことでした。社会起

業家とは、社会変革の担い手として、社会

の課題を、事業により解決する人のことを

言い、ソーシャル・アントレプレナーとも

呼ばれていて、この人たちにロマンを感じ

るようになったんです。

　東京の蒲田にジオ・サーチ㈱という、道

路の陥没などを調査する中小企業があり

まして、その会社に国連の関係者から突

然電話がかかってきて「あなたの会社の

技術は、地雷除去に活用できるんじゃな

いか」って言われたそうなんです。そこか

ら世界の紛争地域の地雷除去の取り組み

をスタートさせる訳なんですが、中小企業

が世界の人の命を救うって凄いな！と感じ

ました。

　ユニバーサルデザインの服飾デザイ

ナー井崎孝映さんもその一人でした。障

がい者が集うダンスパーティーに参加し

たことがきっかけで、障がい者の服につ

いて多くの課題が見えたそうなんです。

障がい者の方でも、着やすくてお洒落を

楽しめる服をつくりたい。そう思った彼女

は、一念発起して、服飾デザインの専門学

校でデザインを一から学び、起業しまし

た。今では学生さんも言われるようになっ

たので珍しくなくなりましたが、取材のな

かで彼女から「洋服を通じて社会を変え

たい」って言われたんですよ。もう目から

うろこ！手段の目的化に気付かせてくれ

たのが、これらのソーシャル・アントレプ

レナーの方々でした。
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関東では唯一再生可能エネルギー100%での印刷を可能とし（2021年3月現在）、

ゼロカーボンプリントを意識した「環境印刷」に積極的に取り組む㈱大川印刷。

2018年の「第2回ジャパンSDGsアワード」では「SDGsパートナーシップ賞（特別賞）」を受賞し、

業界内外から注目を集めています。今回は、そんな㈱大川印刷の大川社長に

印刷会社がSDGsに取り組む意義、そしてその効果などについてお聞きしました。
SDGs を忘れないメモ帳。これを使って、
SDGs 経営計画を行っている。
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大川  哲郎
P R O F I L E 1967年横浜生まれ。幼少期から生き物や植物、自然が好きで、自然と触れ合いながら育つ。 横浜青年会議所で、

2002年社会起業家の調査研究、2004年に企業の社会貢献・CSRの調査研究を機に2004年、本業を通じて社会課題

解決を行う「ソーシャルプリンティングカンパニー®」というビジョンを掲げ、現在に至る。

　このただしいのかどうかの判断基準

は、化学的根拠に基づいているのかどう

かになるのですが、白黒はっきりしない

部分が往々にしてあるので、科学者の意

見をしっかり聞きながら判断するべきだ

と思います。

　例えば石灰石ペーパーは環境に配慮し

た用紙だといわれていますが、その成分

の49％以上はプラスチックな訳で、化学

的根拠に基づいてみてみると環境に正し

いのかどうか？との疑問が湧いてきます。

浦久保：　コロナ禍によって、印刷業界で

も厳しい経営状況にある企業が多くあり

ますが、「ソーシャルプリンティングカン

パニー®」として取り組んだ結果、メリット

「環境印刷で刷ろうぜ！」 に込められた想い

浦久保：　第2回ジャパンSDGsアワード

「SDGsパートナーシップ賞（特別賞）」受

賞／第 1 回横浜市 S D G s 認 証制度

"Y-SDGs"最上位「Supreme」認定／2015

年度環境大臣表彰受彰／ゼロカーボン

プリント（スコープ1,2のCO2ゼロ）／再生

可能エネルギー100％など、実績を伴っ

た「環境印刷で刷ろうぜ！」のメッセージ

は強く届きます。古い慣習からの脱出を

後押ししてくれそうです。アフターコロナ

における環境印刷の在り方について教え

てください。そして環境印刷を取り入れた

いと考えている印刷会社の皆さんにも参

画へのメッセージをお願いします。

大川：　最近の風潮としまして、SDGsが

いわゆるファッションのように扱われる

ようになってきているのに、違和感をもち

ます。この地球という惑星の環境を持続

していける取り組みを、我々経営者が本

気になって行う必要があるからなんで

す。もう絶対に元に戻れない、ティッピン

グ・ポイントに差し掛かっている課題が

たくさんあります。皆がやっているからと

か、社会にとっていいとか、環境にやさし

いとかいうレベルでは持続なんて到底で

きないところまできている、この現実をま

ずは受け止めるべきです。

　環境印刷を取り入れるにあたっては、

専門家の意見をよく聴くことをお薦めし

ます。そのうえで先ほど申し上げた現実

を吟味し、できることからスタートすれば

いいと思います。私自身もそうなんです

が、最近は聴許（ちょうきょ）を意識するよ

うにしています。地球温暖化の原因論争

になると、必ずといっていいほど二項対

立が起きてしまう。互いの意見をよく聞

き入れ許し合うことも重要かと思います。

判断基準は「やさしい」ではなく「正しい」
浦久保：　昨年、ついに日本もカーボン

ニュートラルに向けた取り組みをスター

トした訳ですが、これによって大川さんが

おっしゃる二項対立のような、企業同士

のせめぎ合いが水面下で起こっていま

す。カーボンニュートラルに取り組む企業

が開発した新たな商品によって、既存事

業の存続が揺らぐことを懸念してせめぎ

合ったりする訳ですが、このような動きを

どのように感じられますか。

大川：　おそらく20年以上、環境にやさし

いという言葉が使われていると思います

が、この感覚では浦久保理事長がおっしゃ

る二項対立は回避できません。サスティナ

ブルな社会を実現するための会社ワン・

プラネットカフェを設立したペオ・エクベ

リさんが提唱していますが、「環境に正し

いか、ということを追求する社会にならな

ければ、この問題は解決できない」と私

も思います。

　ESG（右図参照）は、企業の持続的成長

の“ものさし”といわれていますが、ESGの

概念から考えると、「やさしい」ではなくて

「正しい」になります。もちろん、環境にや

さしい活動をされているのはよく分かり

ますが、それが環境に正しい、とならない

ものがたくさんあるのが現実です。

　すべての物事を「正しいのか？」という

感覚で考える時代にしていかなければな

らないと思います。

SDGｓに取り組むメリットとGP認証

をお聞かせください。また日本印刷産業

連合会が実施している「GP認証」とSDGs

の関連性についてご助言ください。

大川：　2020年度はさすがに新型コロナ

の影響で、経営状況がいいとは言えませ

んが、2019年度は私が社長に就任した

2005年以来最高の売上と売上高経常利

益率でした。顧客の選択基準が価格だけ

でなくなってきた証だと感じています。価

格のみの競争をするのではなく、何が正し

いのかを訴求することによって、値段以外

の付加価値に共感してくださっているの

だと思います。これが私の描いていた理

想形であり、従業員と一緒に10数年かけ

て作り上げてきた実績だと思っています。

　GP認証を取得して、環境印刷の基本を

学ぶだけで満足しては意味がないと思い

ます。GP認証を取得することが目的化し

ては駄目で、仕事が増える訳ではありま

せん。また印刷業界全体での取り組みな

訳ですから、高い基準を設けて推進する

活動も必要ではないかと思います。

浦久保：　社会課題の解決について、儲

かるか儲からないかの前に、企業として

やるべきことが問われる時代だというこ

とがよく理解できました。「やさしいでは

なく、正しいか」で物事を見ていくように

していきたいと思います。本日はありがと

うございました。

全社員で「SDGs 経営計画策定ワークショップ」を行っている様子湘南国際村で植樹活動後に社長から配られたパンを持っての記念撮影

社員の方それぞれの目標とゴールを手に撮影された写真がボードに。（写真はすべて大川印刷提供）
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など
ダイバーシティ推進
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など
積極的な情報開示
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